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指定介護保険施設（特別養護老人ホーム・介護老人保健施設・介護医療院）に入所されている方、ショートステイを利用されている方で、所得の少ない方（配偶者を含む）および一定額以上の資産をお持ちでない方の負担を軽減するための制度です。









　

市町村民税課税世帯でも、高齢夫婦等でどちらかが介護保険施設に入った場合に、在宅で生活される配偶者の生活費が一定額以下になる場合などには、居住費・食費の軽減があります。



　介護保険のサービスを利用した際に1割～3割の利用者負担が一定の上限額を超えた場合には超えた分が申請により、払い戻されます。


	区分
	限度額

	年収約1,160万円以上
	140,100円（世帯）

	年収約770万円以上～1,160万円未満
	93,000円（世帯）

	市区町村民税課税～年収約770万円未満
	44,400円（世帯）

	
	世帯全員が市区町村民税非課税
	24,600円（世帯）

	
	･老齢福祉年金受給者の方
・前年の合計所得金額と課税年金収入額の合計が80万円以下の方等
	24,600円（世帯）

	
	
	15,000円（個人）

	生活保護の受給者の方等
	15,000円（個人）





所得が少ない方で、特に生計が困難である方に対して、社会福祉法人が運営主体となっている介護保険サービスを利用する場合に利用者負担額を軽減する制度です。








上記の「社会福祉法人による利用者負担軽減」を受けている方が、下記のサービスを利用した時に利用者負担額の一部を助成する事業です。





介護保険





利用者負担


軽減制度案内








二宮町





介護保険負担限度額





軽減の対象となる費用








●指定介護保険施設（特別養護老人ホーム・介護老人保健施設・介護医療院）


●ショートステイ（短期入所生活介護・短期入所療養介護）


　　　　　　　　　　　　　　を利用した時にかかる、居住費（滞在費）と食費























下記の条件に該当する方が、軽減の対象となります。


○住民税非課税世帯の方。


（住民票上の世帯が同一でなくても配偶者が課税の場合には対象外となります）。


○預貯金等の金額が基準額を超えない。


　詳しくは、下表の「預貯金等の基準額」欄をご覧ください。


※預貯金等には有価証券、金・銀、投資信託、タンス預金等を含みます。





軽減の対象となる方








上記の負担段階別に1日ごとに支払う上限額が下記の通りとなります。


利用者


負担段階�
預貯金等の


基準額�
居住費�
食費


※【】内はショートステイ利用時�
�
�
�
多床室�
従来型個室


（特養）�
従来型個室


（老健・療養）�
ユニット型


準個室�
ユニット型


個室�
�
�
第1段階�
単身：1,000万円


夫婦：2,000万円�
0円�
320円�
490円�
490円�
820円�
300円�
�
第2段階�
単身：650万円


夫婦：1,650万円�
370円�
420円�
490円�
490円�
820円�
390円


【600円】�
�
第3段階


①�
単身：550万円


夫婦：1,550万円�
370円�
820円�
1,310円�
1,310円�
1,310円�
650円


【1,000円】�
�
第3段階


②�
単身：500万円


夫婦：1,500万円�
370円�
820円�
1,310円�
1,310円�
1,310円�
1,360円


【1,300円】�
�






利用者負担段階別の限度額





�





申請をお忘れなく！！





手続きの方法








◆負担軽減を受けるには必ず町役場への申請が必要となります。


◆施設サービスを利用することになったら、すぐに町役場へ申請してください。


◆有効期限は毎年７月末です。有効期限の切れる前に更新申請が必要です。











高齢夫婦世帯等の居住費・食費の軽減





�





「該当すると思われる方」役場までご相談ください。





軽減の対象となる方の要件








下記の要件のすべてを満たす方が対象となります。


①市町村民税課税者がいる高齢夫婦等


②配偶者が施設に入り、利用者負担第4段階の居住費・食費の負担を行っていること


③世帯等の年間収入から、施設の利用者負担（1割負担、居住費・食費の年間合計）を除いた額が


80万円以下となること


④世帯等の預貯金等の額が450万円以下であること


⑤日常生活に供する資産以外に活用できる資産がないこと


⑥介護保険料を滞納していないこと











高額介護サービス費





令和3年8月から





手続きの方法








高額介護サービス費の対象となる方には通知を送りますので、支給申請書に必要事項を記入していただき、役場まで提出してください。


　なお、支給の申請は初回のみとなります。その後、自動的に指定の口座に振り込みいたします。





社会福祉法人による利用者負担軽減





対象となる方








市町村民税世帯非課税者で、収入や世帯の状況、利用料負担を総合的に勘案し、特に生計が困難であると、認められる方。


※生活保護受給者や旧措置入所者として実質的に負担軽減を受けている方は対象外です。











�





生活が苦しく、介護保険サービスを十分に受けることができない方等、役場の窓口までご相談ください。





軽減の対象となるサービスの種類と内容








　利用者負担の軽減を行うことを申し出た社会福祉法人が運営する下記のサービス


①（介護予防）訪問介護　　　　　　　　　⑥（介護予防）小規模多機能型居宅介護


②（介護予防）通所介護　　　　　　　　　⑦　地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護


③（介護予防）短期入所生活介護　　　　　⑧　介護老人福祉施設


④ 夜間対応型訪問介護（ショートステイ） ⑨　複合型サービス


⑤（介護予防）認知症対応型通所介護　　　⑩　定期巡回・随時対応型訪問介護看護


※上記サービスに伴う食費、居住費（滞在費）も軽減の対象。（日常生活費は含まない）


上記サービスにかかった利用者負担の4分の1を軽減します。ただし、市町村民税世帯非課税者で老齢福祉年金受給者は利用者負担の2分の1を軽減します。





二宮町介護保険利用者負担額助成事業





軽減の対象となるサービスの種類と内容








「社会福祉法人による利用者負担軽減」の対象とならない在宅サービス(訪問看護等)　及び


社会福祉法人以外が運営している下記のサービス


①訪問介護　②訪問入浴介護　③訪問看護　④訪問リハビリテーション　⑤通所介護


⑥通所リハビリテーション　⑦福祉用具貸与　⑧短期入所生活介護　⑨短期入所療養介護


助成額は上記サービスにかかった利用者負担の4分の1を助成。


※上記サービスに伴う食費、居住費（滞在費）は助成の対象とはなりません。























手続きの方法








◆助成の対象となると思われる方に、通知を送りますので、支給申請書に必要事項を記入し、サービスを利用した際の領収書を添付して、町役場まで提出してください。








